
英語実務科ってどんな学科？ 
 

英語実務科は県内で唯一の外国語専門学科 

 

★英語実務科ではどんな学習をしますか？ 

英語実務科では多彩な英語の授業に加え、２年で文系コースと理系コー

スのどちらかを選び、進学を視野に入れた学習をします。文系コースは３年

次に英語重点コースも選択できます。大学入学共通テストをはじめ、国公私

立大学の入試に対応しており、多様な学部へ進学が可能です。商業科目は履

修しませんが、総合的な探究の授業で

経済や経営のテーマを設定して学習

する生徒もいます。 

今年度から英語実務科の各教室にタブ

レットコンピュータを配置し、リサーチや

プレゼンテーションなどで利用していま

す。 

 

★Be a Changemaker! ～英実型グローバル人材育成プログラム～ 

今年度、香川県教育委員会の「魅力あふれる県立学校推進事業コネクティングスクール」に指定

され、グローバル人材の育成を目指したプログラムを実施しています。 

 

 

１年 地元と世界に目を向けよう ２年 学びを体験しよう   ３年  成果を発表しよう 

 

〇オンラインワークショップ          〇海外語学研修                〇成果発表会 

バリ島の課題解決から学ぶ          アメリカホームステイ             学びを共有し、 

〇栗林公園観光ガイド学習         〇プロジェクト学習                自分事として 

香川の魅力を発信する             SDGｓについて学ぶ              とらえる 

共育型インターンシップ：地元企業の取り組みを知る 

オンラインライティング講座：添削者の国や文化を知り、英語発信力をつける 

探究活動：学びのサイクルを実践する 

 

世界の現状を知り、課題を自分事として主体的に取り組む人材 



国際感覚を育て、課題解決能力や発信力を強化します 

【海外語学研修】 

４年ぶりに２年生がアメリカホームステイを体験しました。アメリカユタ州で

１８日間、午前はスタディセンターで授業、午後は校外活動を行いました。日本文

化紹介や近隣の高校訪問など、地域の方々との交流を通じて英語でコミュニケー

ションをする楽しさを感じ、現地ならではの文化や生活習慣を学びました。 

 

   

近隣のウエストハイスクール訪問    消防署訪問             日本文化紹介 

 

【栗林公園観光ガイド学習】  

 地域の魅力を世界に発信することを目的とし、平成 29 年

度から栗林公園の英語ボランティアガイドの方のご協力で

１年生を対象に年２回実施

しています。 

生徒たちは毎回工夫を凝

らして「英語でガイド」に挑

戦します。 

‘（写真は昨年度の様子） 

 

【オンラインライティング講座】 

全学年で導入しています。生徒が送信した英作文をバングラディシュやネパール、ケニアなどの資

格者が添削します。添削者の簡単なプロフィールやメッセージが読めるので親しみが湧き、国際理解

につながります。 

 

次の質問について、８０～１００語の英語であなたの意見を述べなさい。 

What are the advantages and disadvantages of self-driving cars? （２年生の例） 

 



★「総合的な探究の時間」って何ですか？ 

 

生徒が課題を見つけ、その解決をめざして活動する授業です。各学年の成果

発表会も行い、プレゼンテーションのスキルを磨きます。 

学びのサイクル（見通す→行動する→振り返る→学ぶ）を通じてグローバル

人材に欠かせない主体性、コミュニケーション力、発信力を身につけます。 

３年生のグループは、香川の新しいお土産を発案し香

川県の魅力を発信しようというプロジェクトに取り組み

ました。地元企業のツジセイ製菓さんのご協力を得て企画会議を重ね、甘くて

おいしい小粒のさぬきひめをクリームに使用したゴーフレット、「さぬきひめの

雫」が誕生しました。パッ

ケージデザインにもこだ

わり、観光客の目に留まる

デザインは何か、駅や空港で市場調査を行いまし

た。売上げの一部は高松子ども食堂ネットワーク

に寄付する予定です。 

  

★共育型インターンシップ、始めます！ 

 

今年度からキャリア教育の一環とし

て、共育型インターンシップを実施し

ます。「共育型」とは、生徒を受け入れ

ることで、企業のスタッフの方の意識

が向上し、「共に」成長できるという意味です。香川県中小企業家同友会

の全面的なご協力をいただいて実現しました。 

オリエンテーションでは、「働くとは？」について、企業の方を交え

て話し合い、発表して各グループの意見を共有しました。また、後日、

この取り組みをすでに実施している香川県立三木高校のみなさんとの交

流会も開き、取り組みへの意欲が高まりました。 

夏休み期間中、1 年生全員と２、３年生の希望

者が原則２日間、共育型インターンシップを行い、

企業理念や SDGs の取り組みなどの質問をしまし

た。事後アンケートでは８割以上の生徒が「大変よ

かった」と答えており、地元企業を知り、社会的ス

キルを身につける体験にもなりました。学んだこと

をポスターにまとめ、成果発表を行う予定です。    共育型インターンシップ体験中 



英語実務科生徒の進路は？ 
 

授業や行事を通して、入試に合格したのち、大学での学習に必要な学力やスキルを視野に入

れて学習しています。例年約半数の生徒が一般入試を受験するため、国公立大学に必須の学力を

培う授業を行います。また、学校全体の進路講演会等に加え、香川大学附属高松小学校の一日創

造活動への参加（３年希望者）や、香川大学経済学部の高大連携授業（１年）など、進路学習の

ための行事を設けています。 

 

〔昨年度の合格実績（主なもの）〕*過年度 数字は人数 

*滋賀(経） 京都教育２  大阪教育  奈良教育  岡山(法） 香川(*医医,医看２) 愛媛(理）  

鹿屋体育(体育) 都留文科(文）兵庫県立(工） 神戸市外国語(外国語) 周南公立(経）福岡県立(看護）

青山学院(経） 慶應義塾(商)２  順天堂(スポーツ）立教(経） 早稲田(スポーツ） 京都外国語(外）

京都女子(教)３ 同志社(経）立命館(*経,国際経営、産社）関西(文,社） 関西外国語(外国語)7 ほか  

 

英語実務科と課外活動 
 

部活動や生徒会に所属し、活躍する生徒が多いです。野球部、柔道部、剣道部、ヨット部、ハン

ドボール部、吹奏楽部、書道部など全国大会に出場した先輩や、生徒会長や部長としてリーダーシ

ップを発揮した先輩もいます。学習と部活動の両立を目指して頑張っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


